
人口と有収水量の推移 

令和 4 年 5 月 26 日 経営総務課作成 

１ 水道事業 

人口減少とともに給水人口も減少し、令和 2 年度にはコロナ禍の影響から

一時的に増加したものの、今後も減少を続ける見通しです。 

 

 

２ 公共下水道事業 

公共下水道の整備・普及に伴い水洗化人口及び有収水量は増加を続けてき

ましたが、整備がほぼ完了した近年以降は横ばいとなり、近い将来、減少に

転じる見通しです。 
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